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研究成果の概要（和文）：勤労者を対象に高血圧予防を目的に、給食を通した減塩に関する食環境介入を実施し
た。方法は、施設単位の無作為化比較試験とし、新潟県内の給食施設を持つ事業所8社に勤務する男女395人を分
析した。事業所を環境群、教育環境群、対照群の3群に振分け，環境群では、給食時に行動変容理論を用いた卓
上メモによる情報提供と、調味料やみそ汁のゆるやかな減塩を図った。教育環境群では環境群と同様な介入に栄
養教育を年4～6回追加した。
その結果、1年後の塩分摂取量は、女性で有意に減少した。減塩に対する行動変容ステージは、男性環境群で有
意に前進した。勤労者の減塩に対する食知識が増加し、減塩に対する環境介入の有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：To conduct 1-year food environment intervention to promote workers’ 
reduction of salt intake during meals in work cafeterias.A facility-based randomized comparative 
study was conducted involving 395 male and female workers from 8 facilities located in Niigata 
Prefecture. At each facility, the subjects were divided into 3 groups. The food environment + 
education group received 4 to 6 educational sessions a year. The primary outcome was the amount of 
salt intake, and the secondary outcome was the stages of behavior modification in salt intake 
reduction. 
The results of a survey conducted 1 year after the intervention showed that the amount of salt 
intake had significantly decreased in female subjects. The stage of behavior modification in salt 
intake reduction was significantly improved in male subjects of the food environment group. The 
implementation of nutritional education and food environment intervention may improve the stages of 
behavior modification for salt intake reduction.

研究分野： 複合領域
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１．研究開始当初の背景 

(1) 食塩過剰摂取が血圧上昇と関係があるこ

とは以前よりINTERSALT 研究などの観察研究

によって指摘されてきた。 

さらにDASH-Sojium をはじめとする多くの

欧米の大規模介入試験でも、減塩の降圧効果

は証明されている。これらの大規模臨床試験

の成績をみると、6g/日未満まで食塩摂取量を

落とさなければ有意な降圧は達成できていな

い。これを根拠に欧米のガイドラインでは6g/

日未満またはそれ以下を推奨している。しか

し、わが国では平均食塩摂取量は依然10g/1

日を超えており、より摂取量が少ない欧米に

比べてその達成には努力を要する。 

減塩は、その程度に応じて降圧が期待でき、

メタ解析の成績では減塩1g/日ごとに収縮期

血圧が約1mmHg 減少すること、また、少しず

つ食塩摂取量を減らしながら長期的な指導を

行うことで、心血管病の長期的リスクを減ら

すというが、最近の追跡研究で報告されてい

る。 

(2) 欧米でDASH食、という野菜、果物、低脂

肪乳製品などを中心とした食事摂取（飽和脂

肪酸とコレステロールが少なく、カルシウム、

カリウム、マグネシウム、食物繊維が多い）

の臨床試験が行われており、野菜でも有意な

降圧効果が示されている。わが国の施策であ

る健康日本２１（第２次）では、主要な生活

習慣病の発症予防と重症化予防のために、野

菜摂取量の平均値として成人1人1日当たり

350ｇ以上、果物の摂取量100ｇ未満の者の割

合を30％に半減することが目標とされている。

平成23年国民健康栄養調査報告から、成人の

野菜摂取量277.4ｇ、果物摂取量100ｇ未満の

者の割合は61.3％と過半数を占める状況であ

り、特に20歳～59歳でそれらの摂取量これら

の背景から高血圧を予防する上で、野菜や果

物の摂取量が低いことが課題である。 

(3) 高血圧は若年期からのリスク管理が重要

とされている。筆者らは、事業所に勤務する

男性を対象とした栄養教育と食環境介入が体

重コントロールに及ぼす効果についての実践

的研究を実施した。この研究では、特定給食

施設を通し食環境（食物提供及び情報提供）

と連動した体重コントロールのための栄養教

育・食環境プログラムを実施した結果、介入

群は、対照群よりも体重が平均-1.8kg減少し1 

年後も維持されていた。また、串田らは野菜

の増加をねらいとしたポピュレーションアプ

ローチによる研究を特定給食施設において実

施し、トランスセオレティカルモデルを応用

した卓上メモ・リーフレット等による情報提

供を行なったところ、野菜摂取量の増加を報

告している。しかし、高血圧を予防するため

に、対象者の健康に関する行動変容やその維

持のためにどのように働きかけたらよいかは

まだ明確にわかっていない。 

２．研究の目的 

(1) 職域において高血圧の予防をねらいとし、

減塩と野菜摂取量増加を図るために栄養教育

と食環境介入を実施し、その手法の開発と評

価を実施する。 

３．研究の方法 

(1) スポット尿を用いて、1日の尿中食塩排泄

量をベースライン時、1 年後で評価する。採

尿の測定時期は、事前（ベースライン時）、

事後（1年後）の二点で実測した。尿中推定1

日食塩摂取量は、事前、事後においてスポッ

ト尿による早朝第二尿を原則として、採り忘

れの場合は随時尿とした。データは同一の健

診機関に分析を依頼した。測定項目は、尿中

クレアチニン排泄量と尿中ナトリウム排泄量



とした。高血圧治療ガイドライン20141)に記載

の川崎らの式2)および田中らの式3）を用いて、

早朝第2尿または随時尿の値について、それぞ

れクレアチニン補正を行い、24時間尿ナトリ

ウム排泄量を算出し、1日の尿中食塩排泄量を

計算で求める。性別、群別、施設別でその増

減を調査する。 

(2) 特定給食施設を通した勤労者の減塩と野

菜摂取の増加を図り、高血圧予防の介入を実

施する。デザインは無作為化比較試験（交差

法）とし、食環境介入と栄養教育を加えた教

育環境群と食環境介入のみの環境群と対照群

の3 群に分け、食塩摂取量の変化をベースラ

イン時、1 年後で自記式簡易食事歴法質問表

を用いて比較する。 

(3) WHOが提唱するヘルスプロモーションの

視点では、個人への教育的アプローチと並ん

で、環境整備が重要とされている。実際、欧

米では、栄養・食生活分野における環境的介

入として、食品供給面への介入や食品流通に

おけるスーパーマーケットを介した情報提供

等の大規模な介入研究も行われ、効果をあげ

たとの報告がみられる。そこで、その考えを

基礎としたプリシード・プロシードモデルの

枠組みを活用・評価する。 

また、これまでの先行研究では、食環境に

おいてPOP や卓上メモを置いただけでは野菜

は増えなかったが、行動変容ステージ理論を

応用した卓上メモや組織的な活動を含めた複

合介入では野菜の摂取が増加している。そこ

で、卓上メモの内容にTTMを用い、減塩に関す

る行動変容ステージについて、ベースライン

時、1 年後で評価する。 

(4) 影響評価として、食塩摂取に関して、控

える行動・知識・態度・情報や食物へのアク

セスについて食習慣調査表を用いて調べ、ベ

ースライン時、1 年後で評価する。 

（5）先行研究において、成人の主な食行動の

予測変数は、自己効力感、社会的サポート、

知識があげられる。野菜と果物の自己効力感、

社会的サポート、知識との関連について、信

頼性と妥当性を検討した質問表を作成し、ベ

ースライン時、1 年後で評価する。 

（6）調理従事者が、 みそ汁と麺つゆに含ま

れる食塩濃度を測定し、社員に気づかれない

程度にゆるやかな減少を図った。その他、滴

下型醤油差しを設置し使用を促した。介入施

設において、どの程度、汁物の濃度が減少し、

1年後に社員の濃度に対する気づきと満足度

を調査した。 

４．研究成果 

(1) 尿中推定1日食塩摂取量について 

1年後に、事前、事後の尿中推定1日食塩摂

取量を比較したところ、環境＋教育群、環境

群、対照群の間には男女ともに有意な差はみ

られなかった。しかし、８事業所のうち、1

事業所の男性（環境群）で有意な減少がみら

れた。このことから、施設間に差があること

が考えられた。 

(2) BDHQから得られた食塩摂取量の変化 

食事調査（BDHQ）から算出した食塩摂取量

について、男性では環境＋教育群、環境群、

対照群の間で有意な差は認められなかった。

同様に女性では、環境＋教育群と環境群の摂

取量が有意に減少し、群間差が認められた

(p=0.011)。事前・事後の差については、女性

の環境+教育群で有意に減少した(p<0.001)

（図1）。



(3) 対象者のTTMの行動変容ステージ 

減塩の行動変容ステージの得点をパーセン

タイル値（25、 50、 75パーセンタイル）で

示すとともに、行動変容ステージに該当する

人数とパーセントを示した。対象者の事前・

事後の得点を比較すると、環境群男性で有意

に得点が増加した（p=0.024)。また、対照群

女性で得点が増加した（p=0.002) 。女性では、

環境＋教育群だけが準備期から実行期、維持

期へ前進した者が増加した。 

(4)  食行動、食知識、減塩への態度、情報・

食物へのアクセス 

対象者の介入による食行動、食知識、減塩

への態度、情報・食物へのアクセスについて、

事前における得点の両群間の差をみたところ、

すべての項目で有意差はみられなかった。男

性では、食行動得点は事前・事後の中央値が

環境＋教育群で2点から3点に、有意な増加が

みられた (p=0.041)。食知識については、中

央値が環境＋教育群と環境群で4点から6点に、

有意な増加がみられた(p=0.003、0.014)。食

態度のうち、周囲の人の支援では環境群で中

央値が40点から45点に、有意な増加がみられ

た(p=0.010)。減塩へのアクセスでは、 減塩

情報の入手可能性において、環境群で中央値

が40点から45点に有意に増加した(p=0.002)。

また、 減塩食の入手可能性において、25及び

75パーセンタイル値がそれぞれ35点から40点、

45点から50点へ有意に増加した(p=0.005)。環

境＋教育群も同様な傾向がみられた。  

 女性では、食行動得点は事前・事後の75

パーセンタイル値が教育環境で3点から4点に、

有意な増加がみられた (p=0.029)。環境群で

中央値が2点から3点に、有意な増加がみられ

た (p<0.001)。食態度のうち、周囲の人の支

援では、 環境群で中央値が35点から45点に、

有意な増加がみられた(p=0.039)。減塩食への

アクセスでは、 減塩情報の入手可能性におい

て、教育環境群で25及び75パーセンタイル値

がそれぞれ30点から40点、50点から55点へ有

意に増加した(p=0.001)。環境群も有意な増加

がみられた(p=0.001)。 

(5) 論文 4）に報告したとおり、果物と野菜の

消費量については、自己効力感と社会的サポ

一元配置分散分析
図１　介入事前、事後の食事調査（BDHQ）による食塩摂取量の変化
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